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ト
τ
マ
ス
・
マ
ン
の
重
商
主
義
思
想
に
於
け
る
地
位
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
は
、
從
來
一未
整
理
の
ま
」
放
置
さ
れ
て
る
た
重
商

主
義
の
意
味
お
よ
び
そ
の
螢
達
段
階
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
,先
づ
重
商
主
義

の
意
味
か
ら
始
め
よ
う
。
重
商
主
義
が
何
を

意
味
す
る
か
に
つ
い
て
は
今
日
ま
で
定
説
が
あ
惹
わ
け
で
港
ぐ
、
多
く
の
射

立
し
た
見
解
が
行
は
れ
て
る
る
。

そ
の
第

一
は
、
ア
ダ
.ム
・
ス
ミ
ス
の
見
解
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
は
そ
の
『
国
富
論
』
の
四
分
の
一
を
こ
の
重
商
主
義
に
さ
、
げ
彼
の
自
由

放
任
論
は
實
に
重
商
主
義
と
の
闘
孚
か
ら
生
れ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
ば
『
国
富

論
』
の
う
ち
で
重
商
主
義
を
規
定
し
、
そ
れ
は
富
を
貨

幣
す
な
は
ち
金
銀
と
同

一
覗
し
「
あ
る
國
に
貨
幣
を
積
み
お
げ
る
ζ
ど
が
、
國
を
富
ま
す
最
捷
径
と
信
ず
る
」誤
ま
っ
た
富
の
概
念
か

ら
出
讃
し
、
か

」
る
目
的
を
達
す
る
手
段
と
し
て
貿
易
差
額
ナ
な
は
ち

「
國
内
浦
費
用
の
外
囲
品
の
輸
入
を
で
き
乃
だ
.け
減
少
し
、

國
内
産
業

の
霧

の
輸
出
を
で
き
る
だ
塔

加
落

」
.乏
す
る
繋

を
主
張
す
る
も
の
と
な
し
て
み
み
。
重
商
主
義
鐘

る
ほ
ど
.ス

ミ
ス
が
云
.ふ
や
う
に
富
と
貨
幣
と
0
同

一
覗
を
根
本
的
立
場
と
す
る
が
、
ス
滝
ス
の
考

へ
た
や
う
に
歴
史
の
誤
謬
で
は
な
く
、
ス
、・、
.

ス
が
絶
封
化
し
神
聖
視
し
た
資
本
主
義
経
済
を
創
渣
し
た

の
で
あ

る
。
と
云
ふ
の
は
、
貨
幣
は
彼
の
い
ふ
「
商
業

の
要
具
]
「
便
値
の

尺
度
」
の
機
能
を
も
つ
高
饗

栞

・粟

案

の
こ
ぎ

前
期
的
案

と
し
て
、

芳

に
貨
欝

産
、
他
方
に
窮
乏
を
作
滝

上
、

繍

翻

か
く
し
て
資
本
主
義
縷
脚
の
諸
前
提
を
準
備
す
る
作
用
を
果
し
た
か
ら
で
あ
る
。
か
レ
る
貨
幣
の
機
能
の
無
理
解
が
彼
を
し
て
軍
商
.
〉

)

コ

ユ

　
じ

主
義
の
歴
史
的
意
味
の
理
解
を
不
可
能
な
ら
し
あ
た
の
で
あ
番
。
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「
Q
四

・墓

募

獣
難

難
翻献酬輪
無

難

難

業
伽概纏

難

鍍

.

命
と
を
殆
ん
ど
同
時
に
途
行
し
た
ド
そ
ツ
の
歴
史
を
基
礎
と
し
、
.重
商
主
義

を
規
定
し
て
↓「
重
商
主
義

の
眞
髄
は
、
国
家
建
造
、
し

壷

玲

醜
馨
鎌

籔
蕪

隷

鰭羅

漢
戦
継
鶴
郭
撹
⑰確
欝

誌
、晦

的
領
域
的
経
済
政
策

に
代
る
に
国
家
的
國
民
的
政
策
を
も
っ
て
し
、
以
っ
て
肚
倉
お
よ
び
そ
の
組
織
、
國
家
お
よ
び
そ
の
制
度
の
根

購

」
㎡

本
的
改
・
華

暮

・
・
ご

述
・
…

國
…

建
纂

・
近
藁

・資
奎

藩

…

窶

し
・
・
…

器

幽

、繭

篠

・
明
・
か
美

蒸

し
重
聖

祭

富
・
幕

・
里

覗
・
桑

的
立
・
か
・
展
開
・
・
窒

・
琴

、と
の
幕

「㎞
.
ゆ

が
資
奎

蓬

蓼

諸
前
提
毒

偏
し
た
の
で
あ
る
.
.あ

纂

の
歴
史
的
役
割
の
無
覗
が
↓
シ
・
モ
,了

宅

て
語

義

の
歴

」
歌

恥
.

.

皿
s
馬

史
的
分
析
を
妨
げ
、
彼
.の
正
し
い
見
解
を
ド
グ

マ
と
な
さ
し
め
た

の
で
あ
る
。
.

u

牛

39
b

既駐
影

蕪

捕
鯨
賑
耕騰
羅

踊
紫
野難

訓
都郵
髪

翫
謙㎞騨

の
櫓
大
を
意
圖
し
た
も
の
で
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
.の
他
國
民
に
封
ず
る
力
.の
優
越
を
獲
得
せ
し
め
或
は
主
張
せ
し
み
る
た
め
に
、
国
富

リ

ヨ

コ
ユ

コ

の
奨

を
企
圖
レ
為
」
と
導

園

力
の
舞

的
優
越
を
日
的
・
薗

富
の
契

を
護

と
す
る
簿

重
商
主
義
壁

史
的
藻

を
・
.撫

ゆ
ゆ
.

・
・
　

あ
・
.
・
;

ガ
・
・
ミ

箆

難

壁

指
・
・
　

ピ・
欝

商
轟

・
特
饗

し
・
　

・
と
疑

雑

な
い
が
、
こ
の
植
民
地
獲
得
自
膣
が
貨
幣
ず
な
は
ち
重
商
主
義
の
所
謂
國
富
の
獲
得
を
意
固
し
た
も
の
で
あ
っ
た
σ
で
あ
る
。
.加
之

c
㎝
飾
馬

さ
ム

寧
は
ゆ
る
富
國
強
兵
政
策
は
重
商
主
義
に
限
ら
、れ
た
こ
と
で
な
く
、
寧
ろ
重
要
な
こ
と
は
か
曇
る
冨
國
強
兵
「政
策
の
方
法
で
あ
り
内
.
W
即
A
且

ラ

ラ
う

そ
れ
が
果
し
た
歴
史
的
役
割
で
あ
ら
ヶ
。
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㌦
議

論

鯉
鑓

警

察

炉
M　
蕪

無

輪

雛

型

雛
門
鰻

灘

藤

翫

摘
・
た
に
す
ぎ
な
い
.
重
商
主
護
、
穂
懸

纂
毒

し
三
國
・
藩

大
豪

レ
、
・
⑳
晶
・
護

鵠
.・
、
.
蝉

経
済
的
統

一
、
植
民
地
の
慧

・
つ
毒

、
か
ざ

も
の
・
し
て
粟

葉

の
イ
デ
言

ギ
工
商

萎

本
の
利
奮

た
め
の
政
策

岨
.

偏

り
　
　

ヒ

モ

へ

も

セ

で
あ
っ
た
が
、
然
し
こ
の
歴
史
的
段
階
で
は
貨
幣
は
高
利
貸
資
本
と
く
に
商
業
資
本
と
し
て
.機
能
レ
、
そ
の
結
果
必
然
的
に
小
生
産
.
㊥

,

者
を
馨

芒

め
覆

等
を
窮
乏
擂

れ
・
他
方
に
貨
幣
墨

星

稜
を
可
能
書

し
て
・
集

義

馨

の
楓
本
的
鶉

畢

廉

恥

整

紫

蘇

鐸

罧
勲繁
藤

総
髭

繧

可嘆
死
重鏑主義
蹴

鱗

難灘
鐵
購
灘
嚢

瓢　墾
鳩

騨
.

資
本
が
作
塾

し
露

探
件
著

本
義

経
済
の
諸
前
提
に
切
り
か
.へ
る
簸

業

間
讐

な
る
。
こ
れ
ら
の
霜

囲
を
ふ
く
め
た

ヨ

ロ
ヒ

・重
商
主
義
ρ
よ
り
具
腸
的
な
説
明
を
行
ふ
た
め
に
ぼ
、
重
商
主
義

の
螢
展
諸
段
階
を
明
ら
か
に
レ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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六

.覧

.

.

.

.

℃
.

ノ
.

て
、
三

つ
の
性

格

を
異

に
す

る

政
策

に
分

ち
う

る

の

で
あ

る
。
.
.

-

て
、
.3
.

・
の
一
…

は
ゆ
垂

垂

養

隆

・
チ
ア

ド
・
ジ
民
業

・
取
・
差
額
妻

で
、
・
グ
ム
・
ス
・
・
が
・
・

『
国
富
.
晶

.

論
』

の

う
ち

で

「
こ

の
金
属

(
金
銀
-
堀
江
)
を

・
-

・
ッ
パ

に

供
給

砦

警

の
所

薯

馨

ス
・へ
.イ

ン
と

秀

ド

ガ

ル
慮

、
・最

・
曝
.

.

鷺
灘
難購
繕
鰹
繕
圃雛
鱗
朧
鐵
騰
議

一

難
麗
麗
曇
蕪

塾
螺
騨雛
髪
鴫
鵜
蹉
獄
携
か薄
一読
慧
蝶
魅
タ犠
纏
.、

硬
鱗
獅
籔
鷲
　誠
雛
麟難
聴

離

鵜
嚢
讐
鐸
郊猫
額赫
靴
麟

、

し
め
㍉
以
去

聖

。
客

人
・
各
取
引
を
規
制
す
る
こ
と
に
吉

、

薗

箒

。
契

を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
.

嚢
.

・
.

、重
重

義
繋

ぐ
し
て
都
市
の

冒
　
喜

三

・・量

や
9

ザ
商
人
の
如
・
泣

ト
商
人
に
外
國
貿
易
の
猫
占
特
婆

監

レ

嗣
鱗

.

託

窺

制
す
・
・
と
に
　

、
霧

が
ギ
ル
ド
商
会

持
ち
捺

だ
籍

か
・
難

そ
の
他
の
賦
課
金
憾
ら
揺

上
婁

得
よ
う

徽

洗

-

・
し
た
肇

で
あ
・
壷

金
主
義
筆

ル
・
萸

・
玉
葉

纂

を
媒
介
・
レ
て
結
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
中
世
末
期
に
於
け
祷

脚
鐙

、
・

.騨藷
彗
籠
縷
鶴
難
雛
幾
鱒
欝
…煽蕪
蒸
艶
鍵
鑓
罐
韓
唖難
聴
偽

モ

　A
は
多
16

.

ド
さ
ら
に
農
村
を
も
高
利
貸
資
本
と
く
に
商
業
資
本
的
に
支
配
し
、
封
娃
経
済
を
崩
壊
せ
し
め
、
他
方
封
建
政
治
を
絶
封
王
制
に
権

助

の

移
せ
し
め
、
プ
ラ
ン
タ
チ
ネ
ッ
ト
王
朝

に
於
け
る
國
内
統
.
一
お
よ
び
封
外
戦
孚
を
可
能
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
.

、
.
.
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『
国

富

論
』

の
う

ち

で
、

「
こ
れ
ら

の
諸

國

が
商

業

的

に
な
.つ
た

と
ぎ

、
商

人
達

は

こ

の
禁

止

塀
.
.

(金
銀

の
輸
出
禁
止
■
堀
江
)

が
多

メ

の
場

合

を

わ
あ

て
不

便

な

こ
と
を

知

つ
夜

。

彼
等

は
屡

々
い
か

な

る
他

の
商

品

に
.よ

る

よ
り

も

金

大

銀
に
よ
・
方
膚

彼
等
が
自
国
に
輸
入
せ
ん
と
・
し
、
・
ば
由
る
他
国
・
嘩

ぼ
-
・
欲
廉

國
・
物
壌

利
雪

　
.

礁

.

㎏

た
.
故
に
懸

緒

。
に
溜

で
あ
る
、
し
沈
こ
の
禁
止
に
藩

。
。
.
と
述
べ
、
詳
。
,
為

し
語

る
貿
。
差
繁

華

騨

.

あ

る

。

轟

、

淘

知
・
や
乏

イ
ギ
リ
ス
で
・
墨

蟄

・叩
た
る
羊
毛
崖

・
窪

、
つ
穿
・
て
毛
織
物
塞

・
蓬

の
た
・
、
封
建
的
・
肇

紬

購

奮

。
ナ
ー
鋳

灰
墨

。
、
諸

芸

楚

楚

。
潜

餐

嚢

解
放
が
實
現
さ
れ
て
突

の
で
あ
・
.
か
二
藷

雰

風
恥
.

、囑
貝誌

鮒無
難

麗
噌講

福
軒類

鯉
藻

畷

ポ蠣
雛
鵬細螺
編
赫
韓
論

・

母
讃

ル
.ド

の
勢

力

の
及

ば
な

い
自

由

な
農

村

に

マ

轟
轟

フ
ァ

ク

チ

ュ

ア
が

焚
達

し
、

こ
わ

に
反

し
都

市

で

は
貨
幣

財

産

を

蓄

積

し

た
ギ
.ル

　
血
和
算

・

汎
.昭

F

ヘ

モ

ド
商
人
が
ギ

ル
ボ
を
商
業
資
本
的
に
再
編
成
↓

て
問
屋
制
工
業
を
形
成
す
.る
の
で
あ
る
。
.か
く
し
て
貨
幣
が
つ
く
り
出
し
た
貨
幣
財

は
.
誕
工

.

朧
転
藷
醒
難
雛
韓
鮒隷
壕
盤
墨
差

う
葺
額灘
鞍
短縮

謙
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萎

簸
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占
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っ
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資
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造
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蜜
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軸
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れ
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礎
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る
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ド
更
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毒

毒

蓉
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崩
壊
し
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全
國
的
規
模
で
ギ

ル
ド
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セ惚

商
人
を
再
.編
成
し
た
特
権
的
猫
占
を
も
つ
前
期
的
な
商
業
資
本
と
今
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絶
対
王
制
を
確
立
し
た
王
、椹
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の
結
合
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縫
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ン
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よ
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大
陸
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銀
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交
換
ざ
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べ
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毛
織
物
を
輸
出
す
る
と
云
ふ
方
向
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ポ

ル
ト
ガ
ル
人
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換
し
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し
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轟
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嘗
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貿
易
差
額
主
義
が

一
國
貨
幣
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…噌
大
の
た
め
強
行
七
た
輸
入
制
限
と
輸
出
奨
働
と
は
、

一
國
の
産
業
を
獲
達
せ
し
め
鳥
.特
に
製
造

・・漿

羅

業
・・瞥

か
ま
暑

・
整

・
隼

た
　

、
・
鼕

鼕

・
・
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、
然
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献
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縫
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簸
載
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転
補雑
禦
銑

欝

を蕪

建

編
襲
撃
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樽縢

握

離

農
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楡
入

興
働
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輸
出

制
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ま
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禁
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、
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縫
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激
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萎
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・
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叢
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反
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ニ
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圖
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「
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全
18
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貿
易
差
額
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輸
入
制
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奨
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N
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持
す
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、
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貿
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、
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で
、
「
政
府

の
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金

銀

の
.輸
出

監

視

か

ら

、

こ
れ

ら

の
金

属

を

増
減

せ

し
む

る
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萎
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毒
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す
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発
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毒
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憲
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國
囑

・
・
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些

剛
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す
。
て
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経
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け

る
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的
な
格
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な
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&

と
述
べ
・
ゐ
・
や
之

、
ト
↓

.脚

ス
.
マ
銘
は
思
想
史
上
重
金
主
義
か
ら
貿
易
差
額
主
義

へ
の
轄
換
匙
に
立
ち
、
彼
の
最
初
の
著
書

『
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ギ
リ
ス
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東
印
度
貿
射
に
関

聯

り
じ
　

ヒ

す
る

一
論
。
の
描
版
、
れ
た

一
六
三
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つ
て
墨
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意

湘
鍵

易
差
墾

慧

湘
・
へ
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す
・
・

肝
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司
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ω
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へ
ば
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印
度
會
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立
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来

=
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年
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至
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に
、
五
四
八
、
〇
九
〇
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の
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國
錆
貨
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々
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㊨
二
九

ユ
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・
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ほ
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四
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囎
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唱
・
た
方
賛

、
惚

ま
で
蕩

繰

出
藷

と
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龍
.

葵

隈

で
あ
る
・
輸
入
制
限
方
法
ど
し
て
は
・
(
一
)
外
国
品
の
極
饗

蔓

を
制
限
し
、
(二
)國
程

蕃

興
し
て
外
国
鼎
の
輸
」

.

中

大

着

眼
す
る
こ
と
を
提
唱
レ
・
幣

篇

方
法
と
し
て
、λ

戸
百

欝

富
の
園
内
婆

毒

約
し
、
常
時
オ
多

グ
入
に
奪
は
れ

び
一

て
る
た
領
海
漁
業
を
奪
同
し
て
、
こ
れ
が
輸
出
を
増
大
す
る
と
、
竜
に
、
・入
籍
的
富
す
な
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ち
製
造
業
を
と
く
に
奨
倒
し
、
(
二
)外

藷

『

、
國
原
料
に
よ
蚕

造
品

・、國
奮

の
卸

馨

力
を
減
殺
し
な
い
や
う
に
關
視
そ
の
他
轟

波
長

(
三
)幕

の
輸
婁

も
泊
由
に
.
撮に
.
.

し
て
鑑

出
貿
易
を
議

し
關
懇

ど
轟

減
上
父

四
断

國
盤

よ
る
貿
髪

議

し
漏

入
棒

禽

場
外
牧
蓬

籍

t
、

驚

に
隻

貿
易
往

交
叢

管

・
し
の
た
窪

國
貿
蓼

落

す
る
・
ζ

を
提
唱
亮

。
か
《
し
て
マ
ン
が
提
唱
七
看

過

触
.
.
.

、熱

・
.政
策
は
貿
易
差
額
を
目
的
と
す
る
制
限
貿
易
で
あ
か
、
從
っ
て
産
業

の
保
護
は
貿
易
差
額
な
る
目
的
か
ら
決
定
さ
れ
る
間
接
的
な
手
.

撒
罫
.

段
に
ザ
叢

か
つ
券

で
あ
・
・
マ
・
の
.表

無

業
栞

の
立
場
か
ら
す
る
制
署

易
尊

あ
ゑ

産
業
保
護
論
で
あ
っ
て
最

瀞

輝

・

.

來
の
保
嚢

易
義

で
窪

い
め
.畜

驚

.

.

盤

.

.

か
曳
.る
制
限
貿
易
に
よ
う
て
契

せ
細
と
し
た
貨
幣
は
、
.粟

資
本
家
ト
'↓

ズ
・
多

に
と
つ
τ
は
、
「
貨
讐

商
。叩
録

す
多

・漿
黙
髪
駕
舗
饒
雛
鋼
弦
無難
薄
賢
鐘
雛
髄罵
強
靱
豪
騨
鰭
恥

然
し
一
図
に
於
け
る
罎

の
奨

が
物
婆

讐

芒

め
輸
崇

署

す
る
を

を
是
認
薯

マ
「ソ
は
疲

の
目
的
を

纂

奨

輪
恥

;

絡

y
皿

㎜

壺

矯

大
奮

果
す
・
幕

減
少
・
の
蒼

・
調
和
毒

荏

葎

な
い
が
、ふ

玉
・
落

綿

決
方
法
・
し
て
潤

暴

言

欝

蝋
・

の
課

m

r

、驚

響

を
言

て
・
.貨
幣
姦

出
し
て
外
國
産
物
姦

人
し
、
・
れ
を
轟

出
し
ぞ

り
人
な
る
貨
髪

輸
入
七
、
か
ぐ
て
潮
吹

ン
祀
㎞

㎞

マ
T

T
T

援
大
す
る
規
模
で
弛
れ
を
繰
返

へ
す
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
が
∵
こ
の
設
明
が
東
印
度
倉
肚
の
利
益
走
全
く
ムロ致
す
る
こ
と
云

O

⇒
の

書

で
も
な
榊
.
そ
し
て
こ
盤

東
印
度
誼

の
み
な
ら
交

時
代
の
賢

的
妻

で
あ
っ
た
の
で
あ
・
。
.・
.
.

」

2

2

.2



渉

以
上
の
や
う
に
し
・て
}
國
.の
貨
幣
増
大
が
理
論
上
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
ま
だ
問
思
が
騰
る
.
.蓋
し

「
外
国
貿
易
の
過
程
に
は

三
つ
の
利
漂

あ
る
。
第

一
は
屡

の
利
落

あ
り
、
謬

主
催

代
書

で
あ
る
商
人
嶺

失
を
な
す
と
憩
・
唖

そ
れ
は
可
能

・
で
あ
る
。
箪
.
喬

人
の
利
讐

脅

、聚

が
堤

を
な
す
・
蓄

も
、時
・
呈

箆

し
・
債
値
・
磯

菜
を
牧
・
・
を

が
・

る
。
.第
三
ぱ
國
王
の
裂

で
毫

て
、國
藝

・
び
商
人
が
共
蛋

失
委

す
書

に
も
・
常
に
詫

榛

書

鶏

」
の
.で
あ
砂
・
.

聖

て
商
人
・
國
饗

國
王
・
璽

つ
た
利
禦

調
和
・
れ
ね
ば
瞥

な
い
か
ら
で
.馨

・
.た
と
へ
ば
・
・東
印
度
會
肚
が
東
印
度

へ

+
機

の
幕

を
幣

し
て
香
料
垂

.キ

ャー
.
・7
コ
.,
安
息
香
.精
製
碧

な
ど
の
嵩
張
っ
た
商
品
=、干

霧

姦

人
し
、
從
っ
て

國
家
の
貨
繁

三
倍
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
ら
姦

入
落

高

東
印
霧

肚
は
二
五
霧

の
費
嬰

享

の
.で
い
東
印
度
憲

は

五
萬
膀
の
損
失
を
し
、「
か
上
る
場
合
に
.は
束
印
度
會
肚
と
.国
家
と
は
利
害
を
異
に
す
る
。
ま
た
か
り
に

で
の
揚
へ口東
印
度
會
肚
が
損

失
息

ん
で
画
家
の
だ
め
愚

だ
と
し
て
.も
、
国
民
が
輸
出
す
・
事

多
く
.の
外
国
貨
物
を
浪
費
著

な
ら
ば
、
國
家
の
貨
幣
は
減

歩
書

淫

得
意

。
璽

が
關
撃

の
他
の
た
養

易
差
禦

ら
生
ナ
・
以
上
婁

讐

ひ
・
あ
げ
菱

生

な
い
な
ら
ば
、
流

通
貨
幣
減
少
の
た
め
貿
易
は
萎
縮
し
て
、
商
人
も
画
家
も
さ
ら
に
は
国
王
自
身
も
損
失
を
ナ
る
。
か
Σ
む
三
者
の
利
益
が
調
和
し
た
.

ア

コ

選

、
王
国
は
最
も
富
裕
に
奮

。
ろ
書

最
杏

幕

を
獲
得
し
う
る
の
で
ゑ

。
.・
.き

ト
↓

ス
.・
マ
ソ
は
ヒ
の
問
題
姦

ほ
　

ロ

督
す
る
の
で
あ
る
が
Y
彼
が
主
張
し
た
こ
と
低
次
の
こ
と
で
あ
る
。

(
一
)
歯
入
は
本
来
利
己
的
な
も
の
で
あ
り
、
.從
っ
て
こ
れ
を
放

、直
す
る
て
と
は
国
家
の
利
谷
に
返
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
商
人
を

り
定
σ
統
制
下
に
概
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

・
肇

栞

の
響

羅

で
亀

。
三
豊

・
浪
費
権

妻

・
・
從
っ
て
貿
・
差
響

普

す
る
量

が
多
い
の
で
ご

墾

の

防
婁

め
に
縞

塀

易
を
復

ね
ば
な
覆

い
ゴ
・
れ
儲

芒

痛

讐

易
を
正
廃

し
よ
う
・
し
た
も
の
で
驚

(三
商

王
の
牧
人
は
結
局
貿
易
差
額
に
倣
存
」
、
、し
か
も
關
税
そ
の
他
の
重
課
は
貿
易
を
妨
げ
貿
易
差
額
を
妨
害
す
る
こ
と
を
示
七
、
絶
封

・

ノ

　

ラ

王
制
の
誅
求
を
鬱

せ
ん
乞

た
の
で
あ
鞠
・
か
く
て
商
人
画

家
・国
王
の
利
嘉

和
の
表

は
商
萎

本
の
濁
占
と
制
限
貿
易
を

.

雪
.

ト

ー
ヤ

ス
.
マ

ン
の
重
商

主
義

思
想
.

.

.

.

第

五

十

四
巻
.
、

二
三

「

、第

二
槻

一

一
三
、

引

弓
壌

㌣

」

、

「
`

凡
'

観

姐
.

"

一
.
.
懸

隔
榔

24)
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、

、

ト
.

「
.

「

㌧

臼

,.

"

リ

ド
L
・
三

・
の
重
高
義

鐙
.

・

'
・
.

・

第
五
+
黒

珊

≡
三
.7

第
二
槻

=

岬
.

正
當
化
し
、
聾

王
制
め
誅
求
義

和
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
.

、

…

,
…

一
.
.

・

矯

鞭灘
難
襯羅
糠
騰
　灘
　　鑛
機

鋒
∵藪
鍮
鐡
灘
購
糠
綴
藻
講
鱗羅
発
露
羅
彗
質藷
橋縦
撫
.脚齢
η聯
.

「
・
-

.

.

は
喬

義

・

箆

せ

し
め

・
.・
と
に
よ

晶

め
て

理
解

レ
乞

の
で
あ

・
。
(垂

匿

・
置
け
口
口目
嘔
.即事

国
・
."・
つ
・
螢

。
忌

8
げ

。
.旨

・

.

ま

乙

."

ヤ

b

ω
1
翼

参

照

。
)

、
.
.

「
.
.

、
.

、

-
.

・
＼

、
.

〆

-
.凶

`

蟻

、

欝

.

.以
走

よ
つ
て
.従
来
混
沌
と
し
℃
ゐ
監

商
主
義
.規

定
と
一

更

・
マ
ン
の
重
商
轟

異

心に
於
け
亀

位
を
明
ら
か
に
な

し
得

た

。
.
.・
.
.
.
.
.
.

㌦
.
.

』
.

'
.

.

ド

}

マ
ズ

巴
マ
.ン
は
・

重
金

主
義

に
射

し

・
慨

に
世

界

的
規

模

に
達

し

た
外

國
貿

湯

を

基
礎

と
七

で
貿

易

差

額

主

義

の
思

想

を

完

、

灘

成
し
吋
か
く
て
重
商
主
義
思
想

の
最
高
峯
と
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

然
し
彼
の
農

に
は
す
歪

新
し
い
時
代
が
堅

め
つ
碁

つ
た
.
特
欝

な
粟

贅
言

響

に
親

し
て
、
新
し
い
生
霜

、墜

袋

乗

る
べ
溢

界
蕎

き

二

・
ブ
・
チ
勇

や
農
蓑

、
詫

・
利
婁

・
も
写

・
個
人
商
人

(、ロ
・。.・。愚
.
が

.
2

、口



ρ

、

・

「可

「

擾
顕
し
、
.議
會
に
代
表
者
を
逸
り
.凋
占

の
牙
城
を
樒
ヴ
動
か
し
、彼
等
の
庇
護
者
.た
る
絶
針
王
制
を
す
む
覆
.へ
そ
う
と
し
て
み
た

・
・
碧

.
ト
咳

・
.辱
・
の
二
幸

ギ
μ
・
の
東
・
度
貿
　

開
…
.

論
壽

藩

・
譲

・
進
・・農

書

麟

謬

る
か
N
る
新
し
.
袋

者
へ
。
癖

と
諮

で
奮

、
.か
』
る
努
・
紫

な

は
・
す
東
印
蕃

票

欝

・
貸
肇

得
た
.

鰐
傑
.

.
の
は
そ
れ
が
議
會
に
屈
服
し
、
商
業
資
本

の
猫
占
が

「
そ
ケ
云
ふ
會
肚
は
、
、現
在
で
は
V
非
常
に
腿
迫
的
で
な
い
か
も
知
れ
恥
い

盟恥即

が
、
.
.
全
然
無
用
で
あ
る
こ
と
は
確
か
.で
あ
る
。
.輩
に
無
用
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
㌔
實
に
制
規
會
肚
に
正
當
に
與

へ
う
.る
恐
ら
も
.

団
㏄

、讒
構灘

灘
鷲

懸
概帽鷲
難

難
讐

馴襲

舅
鐸
激
職灘

.

卜
{
マ
ス

.
マ
.ン
の
貿
易
差
額
主
義
は
、
.新
し
い
生
産
組
織
た
る
早
期
資
本
主
義
に
よ
ウ
て
自
ら
を
強
化
す
惹
た
め
の
濁
占
砂

へ

め
、
異
っ
た
基
礎
の
う
べ
で
異

っ
た
目
的
の
た
め
形
式
上
は
そ
り
ま
、
継
承
さ
れ
惹
が
、
こ
の
親
し
い
生
産
組
織
が
確
立
し

一
人

歩
音
が
で
き
る
や
否
や
、
彼
等
の
代
表
者
に
よ
っ
て
徹
底
的
に
批
判

さ
れ
る
。
勢
働
債
値
説
、
と
く
に
貨
幣
数
量
設
に
基
く
ヒ
昌
.

」
ム
の
貨
幣
自
己
綱
舗
設
,個
人
と
全
饅
止
に
關
す
み
.ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
め
豫
定
的
調
憩
設
お
よ
び
リ
カ
ー
ド
立
の
比
較
生
産
費
説
.

・の
出
現
圭

も
に
ト
↓

ス
.
マ
ン
基

く
そ
の
聖

す
ち
象

の
で
あ
る
。
.然
し
す
で
忙
そ
れ
以
腱

落

義

設
釜

レ
」

.

ト

ー

マ

ス
`
.
マ

ン
は

そ
の

身

龍

を
失

っ
た

影

の
み

の
存

在

に
な

っ

て
み
た

こ

と
を

忘
れ

て
は

な

ら

な

い
。
.

、

卜
.1
・
マ

ス

・
マ

ン

の
・重

両

蓋

蕪
刊
思

想

.

第
軍
十
四
巻

二
三
三

第

二
.號

一
一
五

2⇔)
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